
唐
話
資
料

にお
け
る
句
読
法

冠山

の唐
話
辞

書
を
中
心
に

｢

は
じ
め
に

句
読
点
の
符
号 
'
ま
た
使
い
分
け
の
準
則
を
示
し
た
の
は 
'
明
治
三
九
年
､
文

部
大
臣
官
房
図
書
課
に
発
表
さ
れ
た

『句
読
法
案
』

一
で
あ
る
｡
『句
読
法
案
』

に
よ
っ
て 
'
句
読
点
の
使
い
方
が
定
着
し
た
｡
『句
読
法
案
』
が
発
表
さ
れ
る
ま

で
の 
'
近
世

･
近
代
の
句
読
法
に
つ
い
て
は 
'
杉
本
つ
と
む
や
飛
田
良
文
な
ど
の 

1
連
の
研
究
が
あ
る 
.

明
治
初
年
か
ら

『句
読
法
案
』
ま
で
の
和
文
に
お
け
る
句
読
点
の
実
態
に
つ
い

て
'
飛
田 
(
一
九
七
四 
)
で
は

｢-
-
こ
れ
ら
は 
'
今
日
の
句
点

｡
と
読
点 

,
に

あ
た
る
句
読
表
示
だ
け
を
基
準
に
し
て
分
類
し
た
も
の
で
あ
る
｡
こ
の
ほ
か
､
私

の
気
付
か
な
か
っ
た
も
の
も
あ
る
で
あ
ろ
う
が 
'
と
も
か 
-
､

一
二
種
類
も
の
型

が
あ
っ
た
｡
そ
し
て
､
同
じ
型
の
中
で 
'
符
号
の
使
用
度
数
の
高
い
も
の
低
い
も

の
が
あ
り
､
そ
の
多
様
性
は
驚 
-
ば
か 
-
で
あ
る
｣
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
｡
こ

の
記
述
か
ら 
'
当
時
の
句
読
点
の
使
用
は
統 
1
さ
れ
て
お
ら
ず 
'
多
種
多
様
で
あ

る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
｡

明
治
初
年
か
ら
『句
読
法
案
』
ま
で
に
使
わ
れ
て
い
る
句
読
点
の
形
は
飛
田 
(
一

九
七
四 
)
で
述
べ
て
い
る
｡
こ
こ
で
は
､句
読
点
の
形
だ
け
で
は
な 
-
'句
読
点
の

唐
話
資
料
に
お
け
る
句
読
法

冠
山
の
唐
話
辞
書
を
中
心
に

何

暁
麓

暁

麗

位
置
も
含
め
て
私
に
調
べ
て
み
る
と
､
明
治
初
年
の
句
読
点
は
次
の
よ
う
で
あ
る 
0

文
学
作
品 

○	
『一二職
当
世
書
生
気
質
』 

八
年 
)
-
-
-
(

文
字
列
の
右
下

よ
り
や
や
出
て
い
る
と
こ
ろ 

○
『浮
雲
』
第

一
篇

･

明
治
二
〇

二
一

､
)

文
字
の
右
下 

○

『	

文
字
の
右
下 

○

『	

明
治
三
八
年

･

年
) 

学
校
教
育 

○

『	

と
(

○

『漢
字
要
覧
』 
(

年
)
-
-
-

右
の
よ
う
に 
'
明
治
初
年
の
文
学
作
品
､
学
校
教
育
分
野
で
は
句
読
点
の
形
に

は
(
､
)
と
(

)
が
あ
る
｡
杉
本 

九
六
六 

)
と
(

も
挙
げ

｡ 

て
い
る
｡ 

l

l 
(明
治 

｡ 

)

第
二
篇 
(

年

･

年
)
-
-
-
(

と
(0 
)

武
蔵
野
』 
(明
治
三
四
年 
)
･-
-
-

我
輩
は
猫
で
あ
る
』
上

･
中

･
下 

,
)
と
(

)
文
字
の
右
下

｡ 

小
学
用
語
格
』 
(明
治

一
四
年 
)
-
-
-

明
治
四

一

(
､
)

(

と
(

)
｡

(
､
)

三
九
年

･
四
〇

｡

)
文
字
の
右
下 

)文
字
の
右
下

(

(
,
)
と 
(0 

)
で
は

b

(
l

八
･ 

C
)

1 



岡
山
大
学
大
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院
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文
化
科
学
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紀
要
第
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四
号

句
読
点
の
使
い
分
け
に
関
し
て
' 
(0
)
の
一
種
類
を
使
う
作
品
も
あ
れ
ば
' 

(
､
)
と
(0
)b の
二
種
類
を
使
う
も
の
も
あ
る
｡
例
え
ば

『浮
雲
』
第

一
篇

･
第

二
篇
の
よ
う
に
(
､
)
と
(

)
の
両
方
が
見
ら
れ
る
が
'
飛
田 
(
一
九
七
四
)
は
｢必

｡ 

要
に
応
じ
て
使
用
し
て
お
り
､
意
識
的
に
使
い
分
け
て
は
い
な
い
よ
う
で
あ
る
｣

a

と
述
べ
て
い
る
｡
つ
ま
-
､
句
読
点
の
形
､
ま
た
句
点
と
読
点
の
使
い
分
け
は

『句

読
法
案
』
で
基
準
が
示
さ
れ
る
ま
で
'
ま
だ
固
定
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ

て
い
る
｡

句
読
点
の
位
置
に
つ
い
て
は
､
『1二臓
当
世
書
生
気
質
』 
1
の
よ
う
に
句
読
点
を

文
字
列
の
右
下
よ
り
や
や
出
る
と
こ
ろ
に
施
す
作
品
も
見
ら
れ
る
｡
こ
れ
は
杉
本 

(
1
九
六
六 

)
が
述
べ
た
よ
う
に

｢書
生
気
質 

(の
句
読
点
や
記
号
の
用
法
･･･ 

-
括
弧
内
は
筆
者
に
よ
る
)
は
江
戸
時
代
と
ほ
と
ん
ど
か
わ
ら
な
い
｣
点
に
あ
る

a

と
思
わ
れ
る
｡
句
読
点
の
位
置
は
多
少
の
揺
れ
が
見
ら
れ
る
が
'
明
治
初
年
に
お

い
て
は
'
ほ
ほ
文
字
の
右
下
に
固
定
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
｡

要
す
る
に
'当
時
の
句
読
点
の
位
置
は
ほ
ぼ
定
着
し
て
い
た
の
で
､
『句
読
法
案
』

で
は
､
こ
れ
に
つ
い
て
特
に
準
則
を
定
め
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
｡
ま
た
'
明
治
時


代
を
中
心
に
し
た
句
読
法
の
研
究
で
は
'
句
読
点
の
位
置
に
つ
い
て
言
及
し
て
い


な
い
こ
と
も
施
す
位
置
が
定
着
し
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
｡


次
に
'
江
戸
時
代
の
資
料
を
確
認
し
て
み
る
｡

江
戸
時
代
の
文
学
作
品
を
中
心
に
し
て
'
句
読
法
の
史
的
考
察
を
行
う
先
行
研

究
に
､
杉
本 

(
1
九
六
六 

)
が
挙
げ
ら
れ
る
｡
杉
本 

(
l
九
六
六 

)
で
は
'

江
戸
前
期
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
'
具
体
的
な
文
学
作
品
に
現
れ
て
い
る
句
読

法
に
よ
っ
て
､
そ
の
使
用
の
実
態
を
検
討
し
た
｡
ま
た
､
西
欧
的
な
句
読
法
に
注

意
を
寄
せ
､
そ
れ
を
紹
介
し
た
蘭
学
者
と
句
読
法
に
つ
い
て
も
述
べ
て
い
る
｡

江
戸
時
代
の
和
文
資
料
に
お
け
る
句
読
点
の
状
況
に
つ
い
て
､
代
表
と
し
て
' 

(a
)御
伽
草
子
'
(b
)
仮
名
草
子
'
(C
)
西
鶴
の
作
品
'
(d
)
浮
世
草
子
'
(e
)

酒
落
本
か
ら
次
の
作
品
を
選
ん
で
確
認
し
て
み
る 
(*
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
)0 

(a
)御
伽
草
子 

(江
戸
初
期
-
江
戸
中
期
) 

○

『文
王
さ
う
し
』 
-
-
-
(0
)
文
字
の
右
下 

○

『鉢
か
づ
き
』 
-
-
-
(

)
文
字
の
右
下

0 

○

『横
笛
草
子
』 
-
-
-
(｡ 
)
文
字
の
右
下 

○

『酒
呑
童
子
』 
-
-
-
(0
)
文
字
の
右
下 

(b
)
仮
名
草
子 

○

『田
夫
物
語
』 
(寛
永
頃
)
-
-
-
(

)
文
字
の
中
央
下

0 

○

『角
田
川
物
か
た
り
』 
(明
暦
二
年 
)
-
-
-
(

)
文
字
の
右
下

0 

○

『祇
園
物
語
』 
(寛
永
末
)
-
-
-
(

)
文
字
の
右
下

0 

○

『石
山
寺
入
相
鐘
』 
(延
宝
四
年 
)
-
-
-
(0
)
文
字
の
右
下 

(C
)
西
鶴
の
作
品 

0

○

『武
道
伝
来
記
』 
(貞
享
四
年 
)
-
-
-
(
･
)
(

)
文
字
の
右
下 

0

○

『日
本
永
代
蔵
』 
(貞
享
五
年 
)
-
-
-
(
･
)
(

)
文
字
の
右
下 

○

『好
色

一
代
男
』 
(天
和
二
年 
)
-
-
-
八
･
)
(0
)
文
字
の
右
下

･
中
央
下 

(d
)
浮
世
草
子 

○

『傾
城
国
土
産
』 
(宝
永
元
年 
)
-
-
-
(

)
文
字
の
右
下

0 

○

『御
入
部
伽
羅
女
』 
(宝
永
七
年
)
-
-
-
八
･
)
(0 
)
文
字
の
右
下

･
中
央
下

2 



○

『

○

『
(e
)
酒
落
本 

○

『史
林
残
花
』 
(

○

『

○

『

○

『
J

(中
略 
)

｢

新
小
夜
嵐
』 
(正
徳
五
年 
)
-
-
-

文
字
の
右
下 

新
色
五
巻
書
』 
(元
禄

一
一
年
)
-
-
-

享
保

一
五
年 
)
-
-
-

北
里
懲
悠
録
』 
(明
和
成
子
五 
)
-
-
-
0 

瓢
軽
雑
病
論
』 
(明
和

･
安
永
期 
)
-
-
-

和
唐
珍
解
』 
(天
明
五
年 
)
-
-
-

文
字
の
中
央
下

0 八
･
)

(
･
)
(0 
)
文
字
の
右
下 

(

)
文
字
の
右
下 

0

(

)
文
字
の
右
下 

(0 
)
文
字
の
右
下

句
読
点
の
施
す
位
置
に
つ
い
て 
'
文
字
の
中
央
下
に
施
す
も
の
も
あ
る
が 
'
文

字
の
右
下
に
施
す
も
の
が
多
く
見
ら
れ
る
｡

西
鶴
の
作
品

『好
色 
1
代
男
』
､
浮
世
草
子
の

『御
入
部
伽
羅
女
』
で
は
文
字

の
右
下
と
中
央
下
の
両
方
が
見
ら
れ
る
が
､
次
に
挙
げ
る
用
例
の
よ
う
に 
'

一
方

が
句
点
で
一
方
は
読
点
と
い
う
使
い
分
け
で
は
な
い
｡ 

｡師
恩

里


朋

(『好
色

一
代
男
』
巻
四

･
五
り 
)

･エ

ソ

や
Lぐ 

.Rtとソ

_月り 

ヽ

-̀ 

｡

弼
招

髄

銅

律

銅
は
徽
朋

絹

(『好色
一代
男
』
巻
六
･十
二
オ 
) 

以
上
､
句
読
法
に
つ
い
て
先
行
研
究
を
お
さ
え
て
み
た
｡
そ
の
結
果
､ 
(-
)

句
読
点
の
位
置 
'
(2
)
句
読
点
の
形 
'
(3
)
句
点
と
読
点
の
使
い
分
け
と
い
う

問
題
が
あ
り 
'
そ
れ
ら 

(-
)
(2
)
(3
)
が
ど
の
よ
う
に
固
定
し
て
い
っ
た
か

と
い
う
問
題
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
｡

こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
和
文
資
料
を
自
分
な 
-
に
調
査
し
て
み
た
｡
そ
の
結

果
､
既
に
江
戸
時
代
に
和
文
で
は
句
読
点
が
右
下
に
施
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
こ
と

が
分
か
っ
た
｡
従
来 
'
句
読
法
に
は
欧
米
の
影
響
が
主
に
指
摘
さ
れ
て
き
た
が 
'

こ
の
よ
う
な
傾
向
が
あ
る
と
す
れ
ば 
'
素
地
と
し
て
明
治
時
代
以
前
に
お
け
る
句

読
法
の
状
況
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
う
｡
句
読
点
の
位
置
や
形 

3

(

)

以
上
の
和
文
資
料
を
確
認
し
て
き
た
よ
う
に
､
句
読
点
の
形
に 
'
八
･
)
と
(0
)

が
あ
る
｡
こ
の
ほ
か 
'
杉
本 

(
一
九
六
六 
a
)
で
は 
(
･
)
も
挙
げ
て
い
る
｡
句

読
点
の
形
に
つ
い
て 
'
(
･
)
と
(0 
)
の
ど
ち
ら
か

一
方
だ
け
を
使
う
場
合
も
あ
れ

ば
､
両
方
を
使
う
場
合
も
あ
る
｡
但
し 
'
両
方
を
使
う
場
合
で
も
､
左
に
挙
げ
る

用
例
の
よ
う
に
､
句
点
と
読
点
の
使
い
分
け
が
見
ら
れ
な
い
｡

m

○
～
一
･ 敬
を
且
も
胴
か
忌 

鼓

し
貧


組

唐
話
資
料
に
お
け
る
句
読
法 
-

Y
ラ
ー 
JFと

戯 
yi

団

円
川田

川 
M川
蠍 

打
1
ぐ
乃
星

托

錐

粕

C
汁

拍

紳 

(『新
色
五
巻
書
』
四
之
巻

･
十
五
り
十
六
オ 
)

冠
山
の
唐
音
辞
書
を
中
心
に

何

暁
麓
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な
ど
は
江
戸
期
に
固
定
化
し
て
い
る
傾
向
も
あ
る
か
ら
で
あ
る
｡

そ
こ
で
'
本
稿
で
は
句
読
点
の
位
置
'
句
読
点
の
形
､
句
点
と
読
点
の
使
い
分

け
に
.つ
い
て
具
体
的
に
文
献
資
料
か
ら
考
察
し
て
み
る
｡

本
稿
は
次
の
理
由
で
岡
島
冠
山
二
の
唐
話
辞
書
を
中
心
に
考
察
を
進
め
た
い
｡

江
戸
時
代
､
外
国
語
と
し
て
日
本
に
受
容
さ
れ
た
唐
話
は
､
そ
れ
よ
-
先
に
渡
来

し
た
漢
文
よ
-
外
来
文
化
的
で
あ
る
｡ 
1
万
で
'
ま
た
唐
音
は
日
本
漠
字
音
の 
l

つ
と
し
て
流
行
し
た
時
期
も
あ
る
｡
こ
の
よ
う
な
位
置
に
あ
る
唐
話
に
お
け
る
句

読
法
が
漢
文
の
句
読
法
や
和
文
の
句
読
法
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
か
を
考
察

す
る
必
要
が
あ
-
そ
う
だ
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
｡

二
.
漢
文
資
料
に
お
け
る
句
読
点

江
戸
時
代
の
和
文
資
料
で
は
､
句
点
と
読
点
の
使
い
分
け
は
見
え
な
い
が
'
管

見
で
は
江
戸
初
期
無
刊
記
本
の

『遊
仙
窟
』
で
は
､
句
読
点
の
施
す
位
置
に
よ
っ

て
句
点
と
読
点
を
使
い
分
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
'報
告
し
た
い
｡
『遊
仙
窟
』

で
は
句
読
点
は 
(

)
の

一
種
類
を
使

っ
て
い
る
が
'
施
す
位
置
に
よ
っ
て
'
句
点

0 

と
読
点
を
使
い
分
け
て
い
る
｡
次
に
示
し
た
よ
う
に
'
文
字
の
中
央
下
に
施
さ
れ

て
い
る
の
は
読
点
で
､
文
字
の
右
下
に
施
さ
れ
て
い
る
の
は
句
点
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
｡

『遊
仙
窟
』 
(江
戸
初
期
無
刊
記
本
)

私

大

頒

舟

山
ハ
有

印

絹

敗
.
官

鴫

吟

頒

冬

草
か

域

甲 

l古

見

･ち
河
,

G
.

牢上
て
去
〆
洛

水

狗

苧

山
嵐

門

為醇
.tt雇

三
東
よ
貴

大
川
.
琴

内
t:o
t

車
.感

倉
1

空
し

乱

一一
香

四
-
青

叫

漢
文
に
お
け
る
句
点
と
読
点
を
使
い
分
け
る
句
読
法
を
紹
介
す
る
書
に
太
宰
春

『和
読
要
領
』
三
が
挙
げ
ら
れ
る
｡
｢点
書
法
｣
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て

台

の
い
る
｡○

句
読
ヲ
点
ズ
ル
コ
ト
ハ
.
其
法

一
様
ナ
ラ
ズ
.
戎
ハ
圏
ヲ
用
ヒ
戎
ハ
批
ヲ

用
7
.
圏
ー
ハ
.
〇
ナ
リ
.
批
ト
ハ
.
,

ナ
リ
.
秘
書
省
ノ
校
書
ノ
式
ニ
ハ
. 

句

ハ
字
の
穿
二
点
ジ
.
読
ハ
字
ノ
中
間
二
点
ズ
ー
イ
ヘ
リ
.
中
華
ノ
書
ノ
中

こ
.
此
式
ヲ
用
テ
句
読
ヲ
点
ジ
タ
ル
本
ア
リ
.
其
時
ハ
小
圏
ヲ
用 
7
.
又
句

ニ
ハ
圏
ヲ
用
ヒ
.
読
ニ
ハ
批
ヲ
用
ル
コ
ー
ア
リ
.
其
時
ハ
句
モ
読
モ
皆
婁
ニ

点
ズ
.
又
句
卜
読
ト
ヲ
別
タ
ズ
.
皆
圏
ヲ
用
ヒ
.
骨
批
ヲ
用
ル
コ
ト
ア
リ

共
時
モ
句
読
倶
二
穿
二
点
ズ
.
カ
ク
ノ
如
ク
種
種
ノ
点
式
ア
リ
.
人
人
ノ
意

こ
テ
.
時
二
臨
テ
何
レ
ノ
式
ヲ
モ
用
ル
ナ
リ
.
中
華
ヨ
リ
来
レ
ル
書
ヲ
多
ク

見
テ
.
其
異
ヲ
考
フ
ベ
シ 
(*
全
ル

省
略
､

線
は

巻
下
二
一オ
l

一り
)

ビ

傍

筆
者
)
(

(a
)
小
圏
を
用
い
て
句
は
字
の
傍
に
､

飛
田 

(
一
九
七
四
)
で
は
､
こ
れ
ら
を 

読
は
字
の
中
間
に
点
ず
る
方
法
'
(b
)
句
に
は
圏
を
､
読
に
は
批
を
用
い
る
方
法
' 

(C
)
皆

｡

を
用
い
る
方
法
､ 
(

)
骨

d

､
を
用
い
る
方
法
の
四
種
類
に
ま
と

め
て
い
る
｡

『遊
仙
窟
』
の
句
読
法
は 

(a
)
に

一
致
し
て
い
る
｡
飛
田 

(
一
九
八
六
)
で

は
和
文
に
お
い
て

｢
こ
う
し
た
使
い
分
け
の
試
み
は
明
治
時
代
に
入
る
ま
で
'
行

わ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
｣
と
述
べ
る
が
'
漢
文
の
世
界
で
は
句
点
と
読
点
の

区
別
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
｡

○

レ

4



『唐話纂要』 享保三年 (一七一八)

四
.
唐
話
に
お
け
る
句
点
と
読
点

冠
山
の
唐
話
に
お
け
る
句
読
点
の
位
置
は
'
唐
話
文
字
の
右
下
に
施
す
場
合
も

あ
れ
ば
､
文
字
の
中
央
下
に
施
す
場
合
も
あ
る
｡

こ
こ
で
'
冠
山
の
唐
話
辞
書
か
ら
用
例
を
挙
げ
て
､
句
点
と
読
点
の
使
い
分
け

≡
.
冠
山
の
唐
話
辞
書

冠
山
の

『唐
話
纂
要
』
『唐
音
雅
俗
語
類
』
『唐
訳
便
覧
』
『唐
話
使
用
』
を
考

察
対
象
と
す
る
｡
こ
の
四
冊
の
内
容
は
次
表
で
示
し
た
よ
う
に
多
彩
で
あ
る
｡
辞

書
と
言
っ
て
も
､
唐
話
の
単
語
だ
け
で
は
な
-
､
｢長
短
話
｣
や

｢説
話
｣
ま
た

『唐

話
纂
要
』
巻
六
の
よ
う
な
小
説
な
ど
も
集
め
ら
れ
て
い
る
｡
句
読
点
が
こ
れ
ら
の

文
に
多
用
さ
れ
て
い
る
の
で
､
こ
の
分
野
の
句
読
点
を
考
察
す
る
好
資
料
に
な
る

と
思
わ
れ
る
｡

な
お
､
刊
本
は
必
ず
著
者
自
身
の
句
読
点
を
施
す
と
は
言
え
な
い
が
'
ま
ず
刊

本
を
対
象
に
L
t

〔
｣
は
筆
者
に

オ
)
は

『

丁
表
に
あ
る
用
例
で
あ
る
こ
と
を
示
す
｡ 

唐

音
雅
俗
語
類
』
巻
四

二

瀧

が
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
て
み
る 
(*
用
例
に
つ
け
る

｢

例
文
の
後
ろ
に
付
し
た
略
記
'
例
え
ば 

(『唐
音
雅
俗
語
類
』
巻
四

二

に
収
録
さ
れ
た

『唐
音
雅
俗
語
類
』
の
巻
四
の

一

自
筆
本
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
譲
り
た
い
｡

(1
)
巌

ィ
､

(2
)

○
新

彪窪

こ
｡
今
日
ハ
幸
ィ
｡
期
セ
ズ
ノ
御
目
こ
カ

､

新
0 

㌻
タ
㌢
タ
壬
ン

判
別

願

畔
"

･弓雷

a

¢ 

上段四字詰､下段八字詰)
問答式の会話長文 ･律令の問答)
問答式の会話長文､全部律令に関する問答)

(
(
(

巻三 :俗語類 
巻四 俗語類 
巻五 俗語類 

『唐訳便覧』 享保一一年 (一七二六)
巻･一 イロハ順のイ～ヌ
巻二 イロハ順のル～ラ
巻三 :イロハ順のムーキ
巻四 イロハ順のユ～スと長短雑語)
巻五 :長短雑語

『唐話使用』 享保二〇年 (一七三五)
巻一 二字井四字等話
巻二 三字井五字等話
巻三 :六字詰井七字詰
巻四 :初相見説話 ･平日相曾説話 ･諸般謝人説話 ･望人見顧説
話 ･諸般借貸説話 ･
巻五 :諸般賀人説話 ･諸般諌勧人説話 ･諸般讃嘆人説話
輿僧家相曾説話 ･長短雑話 ･用器 

冠
山
の
唐
話
辞
書
を
中
心
に

327
臥
" 

三字詰

･大字話 ･常言 
(対話形式)
器用 ･畜獣 ･最介 ･禽鳥 ･龍魚 ･米穀 ･莱読 ･果菰
花州 ･船具 ･数日･小曲 (青山 ･雀鴬 ･張君 ･桃花

-愛 ･-更 ･二更 ･三更 ･四更 ･五更) ･疋頭
巻六 :｢和漢奇談｣ (孫八政人得福 ･徳容行書有報)

『唐音雅俗語類』 享保一一年 (一七二六)
巻- :雅語類 (上段二字詰､中段と下段四字詰)
巻二 :長短雅語類 (四字詰 ･五字詰～)

製

よ
る
｡
ま
た
'

唐
話
辞
書
類
集
』

)
0 

オ
)

(
『

ゼ 

ク 

願

∬r

署

解 

儲〇

朝
潮

;'

･l,･
･･良
磨

･]

.

I

&
.

.
(『唐
訳
便
覧
』
巻

一
･
四
オ
-
四
り
) 

(-
)
の
和
文
訳
は

｢久
シ
ク
御
名
ヲ
承
り
及
ヒ
｡
朝
慕
シ
タ
ヒ
奉
り
候
フ
所

樹竹 ･

話
話
話
話

･

字
字
字
短
族

二
四
五
長
親 

●●
●■
■●
●●
●
■

一
二
三
四
五

巻
巻
巻
巻
巻

レ
候
ハ
｡
恭
ナ
カ
ル
へ
ク
候
｡｣
で
あ
る
｡

リ
候
フ
｡
向
後
御
目
ヲ
カ
ケ
ク
ダ
サ

｡ 

､
｢

･

5

｢久
聞
高
名
｣
の

｢名
｣
の
中
央
下
に
(

)

朝
夕
析
慕
｣
の

｢慕
｣
の
右 

唐
話
資
料
に
お
け
る
句
読
法
-



0 
岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
紀
要
第
二
十
四
号

下
に 
(

)
が
施
さ
れ
て
い
る
｡
こ
れ
だ
け
を
見
る
と 
'
『和
読
要
領
』
の

｢句
ハ

字
の
婁
二
点
ジ 
.
読
ハ
字
ノ
中
間
こ
点
ズ
｣
の
句
読
法
と
対
応
し
て
い
る
よ
う
で

あ
る
｡
し
か
し 
'
次
に
来
る
文
で
は
､
｢今
日
何
章
｣
の

｢幸
｣
の
右
下
に 
(

V
t

｡ 

｢不
期
拝
顔
｣
の

｢顔
｣
の
中
央
下
に 
(

)
が
施
さ
れ
て
い
る
｡
前
句
の

｢久
聞

0 

高
名
｣
｢朝
夕
析
慕
｣
に
施
さ
れ
た
句
読
点
の
使
い
分
け
と
逆
に
な
っ
て
い
る
｡

し
か
も 
'
こ
の
唐
話
文
章
の
終
わ
り
に

｢感
謝
不
尽
｣
の
｢尽
｣
の
中
央
下
に 
(

)
0 

が
施
さ
れ
て
い
る
｡ 

(2
)
の
和
文
訳
は

｢今
カ
ラ
カ
ヱ
リ
候
ハ
｡
半
途
ニ
テ
日
ク
レ
申
ン
｡
供
人

モ
従
ハ
ザ
ル
フ
ナ
レ
ハ
｡
イ
カ
､
こ
存
侯
フ
｡
今
夜
ハ
コ
､
モ
ト
こ
｡
ト
マ
リ
候

テ
｡
明
日
早
々
カ
ヱ
リ
候
ハ
｡
然
ル
エ
カ
ラ
ン
ヤ
｣
で
あ
る
｡ 

(-
)
と
同
じ
よ
う
に
､
句
読
点
の
施
す
位
置
に
よ
っ
て 
'
句
点
と
読
点
の
使
い

分
け
が
見
ら
れ
な
い
｡
ま
た
､ 
(2
)
の
唐
話
文
章
の
終
わ 
-
に
句
読
点
は
施
さ

れ
て
い
な
い
｡ 

(-
)
と 

(2
)
を
見
て
き
た
よ
う
に 
'
冠
山
の
唐
話
辞
書
で
は
句
読
点
は
文

字
の
右
下
と
文
字
の
中
央
下
の
両
方
に
施
さ
れ
て
い
る
が
､
こ
れ
に
よ
っ
て
､
句

点
と
読
点
を
使
い
分
け
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
｡
つ
ま
り 
'
冠
山
の
唐
話
辞
書
で

は
句
点
と
読
点
を
使
い
分
け
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
｡ 

五
.
唐
話
辞
書
中
の
和
文
に
お
け
る
句
読
点

唐
話
に
現
れ
て
い
る
句
読
点
を
検
討
す
る
前
に 
'
唐
話
辞
書
の
和
文
に
現
れ
て

い
る
句
読
点
を
見
て
み
よ
う
｡ 

♂人
音

¢ 

Q 

頑
7
-
吏
農
耕
去 
1
す
.i

6 

(-
)

ヲ鼻

(4
)

如彩
都轡
三鷹

(5
)

茎

毛-∠
即

伸

蔓
,

T

(6
)

イ
乙
毛
享

が

オ
イ事
す 1.各
す
傭 

クt 

(7
)

走
究

～
-儀

セ
ド
タ
ア
サ
･ 1

や 
!,]

ク 
.音
ヲ
ヨ
ク
九
誉
れ 

ti

e

.
0 

(後
略 
)
(『♂
 唐
話
纂
要
』
巻
三

･
十
六
り 
) 

唐
話
纂
要
』
巻
六

･
九
オ 
) 

Tn

リ
I

丁云者巌

(後
略 
) 

Q

席

加

速
掌
り

虜
(昇

進
曾
一

草
書

滋
阜 

八二卦
影
 

(『

や 

え
償
1雷 

墓
､

一会
ゴ

(後
略 
)
(

ク 
オ
)

三
り 
) 

唐
語
使
用
』
巻
四

･
二
オ 
)

『や 

〆

ナ老驚

唐
音
雅
俗
語
類
』
巻
四

･ 
1

唐
訳
便
覧
』
巻

一
･

¢y 

♂ 

Z
T
サ 
か

ィ
.

i

'J
*
鼻
･けく

b

､ 
(『

や.Y
何

ン
デ
号
一 b三
㌔

徹
也

丸
ヲ
ヨ

′

夢

一
人
十
本 
?

.

か

(後
0

略
)
(『

(3
)
は

｢
ヨ
キ
農
人
ハ
｣
の

｢
ハ
｣
'
｢水
損
日
損
ア
リ
ト
云
へ
斤
｣
の

｢

そ
し
て

｢不
耕
土
五
つ
ナ
シ
｣
の

｢
シ
｣
の
右
下
に
圏
点
が
施
さ
れ
て
い
る
｡
以

下
こ
れ
を 
(

)
で
示
す
｡ 
(4
)
-

(7
)
ち 

(3
)
と
同
じ
よ
う
に 
(0

0

し
て
い
る
｡
ま
た
､ 
(0 
)
の
施
す
位
置
は 

(3
)
-

(7
)
で
示
し
た
よ
う
に
､

仮
名
の
右
下
で
あ
る
｡
こ
の
よ
う
に 
'
冠
山
の
唐
話
辞
書
に
お
け
る
和
文
に
お
い

て
､
使
わ
れ
て
い
る
記
号
も
施
す
位
置
も
固
定
し
て
い
る
と
言
え
る
｡

た
し '

)
を
施



六
.
唐
話
辞
書
中
の
白
文
に
お
け
る
句
読
点

次
に
､
唐
話
辞
書
の
序
駿
の
湊
文
に
現
れ
て
い
る
句
読
点
を
見
て
み
よ
う
｡ 

(8
)
『唐
訳
便
覧
』
の
序
文 

♂

〃

せ
諸
肇
轟
務
件
と
如
囲
風
涛
野

里
各
顔
歯
真
空
キ
易
血
廊
南
捜
せ

あ 

(後
略
) 

4>

『唐
訳
便
覧
』
の
序
文
は 

(8
)
の
よ
う
に
'
圏
点
が
文
字
の
右
横
に
施
さ
れ

て
い
る
｡
以
下
こ
れ
を
八
〇 
)
で
示
す
｡

ま
た
､
『唐
話
纂
要
』
の
序
文
で
は
､
(9
)
の
よ
う
に
(0 
)
が
文
字
の
右
下
に

施
さ
れ
て
い
る
｡
『唐
詩
纂
要
』
の
も
う 
1
編
の
漠
序
と
二
編
の
駿 

(漢
文
)
に

も 

(9
)
と
同
じ
よ
う
に
(
0
)
が
文
字
の
右
下
に
施
さ
れ
て
い
る
｡

(9
)
『唐
話
纂
要
』
の
序
文


〃｡く

¢

〃
 

霧

書

一一豊

髄
膜
基

璽

尾

篭

臥

有
大

愚田】
芝

著

尭蚤 
.? 

0

(後
略
) 

こ
の
よ
う
に
､
冠
山
の
唐
話
辞
書
の
漠
文
で
は
句
読
点
の
形
は
八
〇
)
と
(｡ 
)

の
二
種
類
が
あ
る
｡
句
読
点
の
施
す
位
置
は
文
字
の
右
に
あ
る
が
､
右
横
と
右
下 

唐
話
資
料
に
お
け
る
句
読
法

冠
山
の
唐
話
辞
書
を
中
心
に

何

味
覚

の
両
方
が
見
ら
れ
る
｡

た
だ
し
'
(8
)
の
よ
う
な
漢
文
の
右
横
に
施
す
八
〇
)
は
､
唐
詩
本
文
に
は

見
ら
れ
な
い
｡
冠
山
以
外
の
唐
話
辞
書
を
調
べ
て
み
る
と
､
漢
文
の
序

･
凡
例

･

小
引
で
は
'
八
〇
)
を
文
字
の
右
横
に
施
す
唐
話
辞
書
に
は
次
の
二
冊
が
挙
げ
ら

れ
る
｡

○

『語
録
訳
義
』 
(写
本
)

延
享
元
年
の
凡
例

･
同
五
年
の
序

〇 
)

八

○

『雑
纂
訳
解
』 
(刊
本
)

宝
暦
十
二
年
の
小
引

〇 
)

八

こ
の
ほ
か
'
八
〇
)
で
は
な
-
'
(
●

)
'
(
 ヽ
)
を
漢
文
の
序

･
凡
例
の
右

横
に
施
す
唐
話
辞
書
は
次
の
も
の
が
あ
る
｡ 

○

『忠
義
水
瀞
伝
解
』 
(刊
本
)

宝
暦
七
年
の
序

･
凡
例 

(
● 
) 

○

『忠
義
水
軒
伝
解
』 
(刊
本
)

宝
暦
七
年
の
自
序 

(

､
)

し
か
し
､
唐
詩
本
文
に
お
い
て
'
冠
山
以
外
の
唐
話
辞
書
も
冠
山
の
唐
話
辞
書

と
同
じ
-
､
句
読
点
を
文
字
の
右
横
に
施
す
こ
と
は
見
当
た
ら
な
い
｡

更
に
､
湊
序
に
施
し
て
い
る
八
〇
)
と
(0 
)
を
比
較
し
て
み
る
と
､
八
〇
)
が

施
さ
れ
て
い
る 

(8
)
は
訓
点
を
付
け
て
い
な
い
白
文
で
あ
る
｡
こ
れ
に
対
し
て
､ 

(｡ 
)
が
施
さ
れ
て
い
る 

(9
)
の
漢
文
で
は
訓
点
を
付
け
て
い
る
｡
冠
山
以
外
の

唐
話
辞
書
に
お
い
て
も
'
句
読
点
が
文
字
の
右
横
に
施
さ
れ
て
い
る
の
は
､
(8
)

と
同
じ
よ
う
に
訓
点
を
つ
け
て
い
な
い
白
文
で
あ
る
｡

要
す
る
に
､
冠
山
の
唐
話
辞
書
に
お
い
て
'
(
○ 
)
四
を
文
字
の
右
横
に
施
す

の
は
'
白
文
専
用
の
施
し
方
だ
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
｡

7



岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
紀
要
第
二
十
四
号

S

七
.
句
読
点
の
形
と
四
声
点

唐
話
に
現
れ
る
句
読
点
の
形
を
見
て
み
よ
う
｡
そ
れ
と
同
時
に
句
読
点
に
使
わ

れ
る
符
号
と
四
声
点
に
使
わ
れ
る
符
号
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
検
討
し
て
み
る
｡

n
〆l

･
-0
)

都

断
髄

新

車

『唐
話
纂
要
』
(巻
三

･
十

一
オ
)

闇
黒

申

ク

申

創
部

戯

濫

離

寮

労

耶

那

覇

軒

就

恕

H

桁

卸

腰

麻

が

戦

新

劇

敏

郎

か 

(後
略
)

新

も 

lb 

j> 
『唐
話
纂
要
』 
(巻
六

二

オ
) 

(21
)

Jy

切
目

○
離

郷

郡 

9
タ
ー
キrhqI
′
エイ 

●._ノJJイ

一}

.

tT

篠

原
嘗

選
風書 

即

激

(『唐
詩
使
用
』
巻
五

･
一
オ
) 

(1
)
～ 
(

)
に
挙
げ
た
例
を
見
て
分
か
る
よ
う
に
､
冠
山
の
唐
話
に
現
れ

｡

て
い
る
句
読
点
は
(

)
(用
例 
10
･
12
)
か
(
･
)
(用
例 

)
か
で
あ
る
｡

『唐
話
纂
要
』
の
巻
三
か
ら
巻
五
ま
で
'
ま
た

『唐
音
雅
俗
語
類
』
『唐
訳
便
覧
』

『唐
話
使
用
』
に
は
例
外
も
僅
か
に
見
ら
れ
る
が
､
(0 
)
が
句
読
点
と
し
て
使
わ

れ
て
い
る
｡
『唐
話
纂
要
』
の
巻
六
は
八
･
)
を
句
読
点
と
し
て
い
る
｡
つ
ま
り
'

冠
山
の
唐
話
で
は
､
句
読
点
は
(0
)
か
(
･
)
の
ど
ち
ら
か

一
種
類
を
使
う

｢
一
点

方
式
｣
五
で
あ
る
｡

0

冠
山
の
唐
話
の
句
読
点
は

｢
一
点
方
式
｣
で
あ
る
が
'
(

)
も
(
･
)
も
'
句
読

点
と
し
て
現
れ
て
い
る
｡
但
し
'
八
･
)
は

『唐
論
纂
要
』
の
巻
六
だ
け
に
使
わ
れ

て
い
る
句
読
点
で
あ
る
｡
冠
山
の
唐
話
に
お
い
て
､
句
読
点
を
(｡ 
)
に
す
る
か
､

そ
れ
と
も
八
･
)
に
す
る
か
と
い
う
こ
と
は
､
唐
話
に
施
し
た
四
声
点
に
深
-
関

わ
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
｡

冠
山
の
唐
話
に
四
声
点
が
初
め
て
現
れ
た
の
は

『唐
話
纂
要
』
巻
六
で
あ
る
0

そ
れ
以
前
の
享
保
元
年 

(
一
七

一
六
)
の

『唐
話
纂
要
』
巻 

か
ら
巻
五
に
は
四

声
点
が
見
ら
れ
な
い
六
｡
こ
の
こ
と
か
ら
､
冠
山
の
唐
話
辞
書
に
初
め
て
四
声
点

を
施
し
た
の
は
巻
六
を
加
え
て
重
刊
し
た
享
保
三
年 

(
一
七

一
八
)
か
ら
だ
と
考

え
ら
れ
る
｡

享
保
三
年 
(
1
七 
1
人
)
に
重
刊
し
た
際
､
加
え
ら
れ
た
巻
六
の
｢和
漢
奇
談
｣

0

で
四
声
点
を 
(

)
､
句
読
点
を
八
･
)
に
し
て
い
る 

(用
例 
11
を
参
照
)｡
そ
れ
以

前
に
は
'
四
声
点
は
施
さ
れ
て
い
な
い
が
'
句
読
点
と
し
て
(0 
)
を
使
っ
て
い
る

こ
と
は
既
に
述
べ
た
｡
し
か
し
､
巻
六
で
は
そ
れ
ま
で
句
読
点
で
あ
っ
た
(

)
を

｡ 

四
声
点
と
し
て
使
い
'
句
読
点
を
八
･
)
に
し
た
の
で
あ
る
｡

た
だ
し
'
句
読
点
を 
(
･
)
､
四
声
点
を
(｡ 
)
に
し
た
の
は

『唐
話
纂
要
』
巻
六


だ
け
で
あ
る
｡
そ
れ
以
後
に
編
纂
さ
れ
た

『唐
音
雅
俗
語
類
』
『唐
訳
便
覧
』
『唐


話
使
用
』
に
お
い
て
'
四
声
点
は
八
･
)
で
現
さ
れ
て
い
る
｡
句
読
点
と
し
て
の
八
･
)


も
僅
か
見
ら
れ
る
が
､
(｡ 
)
で
現
し
て
い
る
｡


冠
山
の
唐
話
に
使
う
句
読
点
と
四
声
点
の
符
号
を
次
の
よ
う
に
示
す
こ
と
が
で

き

る

｡ 

l

8 



○

『唐
話
纂
要
』
巻

一
-
巻
五 

(享
保
元
年
)

句
読
点 
(｡ 
) 

四
声
点
な
し

○
『唐
話
纂
要
』
巻
六 

(享
保
三
年
)

句
読
点
八
･
) 

四
声
点 
(0 
)

○

『唐
音
雅
俗
語
類
』 
(享
保

二

年
)

句
読
点 
(

) 

四
声
点 
(
･
)

00

○

『唐
訳
便
覧
』 
(享
保

一
一
年
)

句
読
点 
(

) 

四
声
点
八
･
)

0

○

『唐
話
使
用
』 
(享
保
二
〇
年
)

句
読
点
(

)

四
声
点
八
･
) 

冠
山
の
唐
話
に
お
い
て
､
句
読
点
の
符
号
に
は
(0 
)
と
八
･
)
の
両
方
が
見
ら
れ

る
が
'
『唐
話
纂
要
』
巻
六
の
よ
う
に
八
･
)
を
句
読
点
と
し
た
の
は
'
恐
ら
く
(0 
)

を
四
声
点
に
し
た
か
ら
だ
と
思
わ
れ
る
｡
つ
ま
-
'
句
読
点
に
使
う
符
号
と
四
声

点
に
使
う
符
号
と
の
衝
突
を
解
消
す
る
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
る
｡
ま
た
冠
山
の
唐

話
に
お
け
る
句
読
点
の
形
に
関
す
る
試
み
も
窺
わ
れ
る
だ
ろ
う
｡
こ
の
意
味
で
は

享
保
三
年
は
句
読
点
の
使
用
に
お
け
る

一
つ
重
要
な
試
み
の
時
期
だ
と
も
考
え
ら

れ
る
だ
ろ
う
｡

八
.
唐
話
に
お
け
る
句
読
点
の
位
置 

次
に
唐
話
に
施
さ
れ
て
い
る
句
読
点
の
位
置
を
考
察
し
て
み
る
｡
具
体
的
な
用

例
を
見
な
が
ら
､
冠
山
の
唐
話
に
お
け
る
句
読
点
の
位
置
変
化
を
検
討
し
て
い
く
0

次
の 
(1

(1

『唐
話
纂
要
』
か
ら
の
用
例
で
あ
る
｡

3
)
～ 

5
)
は

～

･
:
,

都

断

髄
新

車 

(巻
三

･
十

一
オ
)
(用
例 
10
の
再
掲
) 

唐
話
資
料
に
お
け
る
句
読
法
-

冠
山
の
唐
話
辞
書
を
中
心
に

何

暁
麓

しそ厳

4
)

(1

恥
㍗

紺
製

郎

野

斬

叡

鮎

郭
薪

盈0 

十
二
り
-

¢

(
15
)

郡

部

藍

_

射

凝
を

亨
と
ヅ
き
み

ia
･へ.)

才
主 
,

凄
ク 

対
審

汲
収
箸

止せ 

五
オ
)

(13
)
の
よ
う
に
文
字
の
右
下
に
施
さ
れ
る
例
が
見
え
る
｡
ま
た
'

よ
う
に
文
字
の
中
央
下
に
施
す
例
も
見
ら
れ
る
｡
更
に
'
(15
)
の
よ
う
な
例
も

あ
る
｡
(,1
)
で
は

｢

は
文
字
の
右
下 

走
｣
｢

天
｣

Ln

日
｣
の
次
に
来
る
(


｢空
｣
｢
抜
｣
｢了
｣
の
次
に
-
る
(

は
文
字
の
中
央
下
'

-
る
(


は
左
下
に
施
さ
れ
て
い
る
｡


『唐
音
雅
俗
語
類
』
『唐
訳
便
覧
』
『


置
に
つ
い
て
'
次
の 
(16
)
～ 

21
)

の
よ
う
な
例
が
挙
げ
ら
れ
る
｡


(
3
'

範

軌
那
那
翫


¢

0


イ
･
(.タ
㌢
ア
与
 

(『唐
音
雅
俗
語
類
』
巻
四

･
一

用
例 

の
再
掲
) 

I

聖

断

新

即
鮎 
TT･

都(巻
四

･

抑
賓

十
三
オ
) 

ク
緊

封

0

¢
燕 

C

新

野

欝

也 

か

(巻
四

･(14
)
の

)

'
｢

0 

坐
｣
｢

｡(
)

｢歩
｣
の
次
に 

｡

)

唐
話
使
用
』
に
お
け
る
句
読
点
の
施
す
位

灘

畔

婁

番 
オ
)
(

9
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学院社会文化科学研究科紀
要第
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岡
山
大
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四号 

ぜ 

野

馨
影 

¢

郎

影

y 

新

j郎
尉儲


メけL
Lタ朝夕キプラ.


h公..貰山斗倉
見
 

叡

風

習
瑚 

励
恩
寵

巌
塩 

(
a 
) 

･
-～
, 

即
製
鮒
針

軒

り
)

戯
幣

(5
)
は

感
電

馨

唐
訳

便
覧
』

巻
二
四

嘗

○

彪

敏

麿a
,新
.テ
ク
ノ
ト
タ 

衝

遷

俗語類』
巻
四

･五り
)

(『唐音
雅

唐
音
雅
俗
語
類
』
の
例
で
あ
る
｡ 
(

)
で
は
句
読
点

〃 

S

凱
(『唐
話
使
用
』
巻
四

二

即

感

(『唐
話
使
用
』
巻
四

･

『

斜

JLタ
′か
ィ
.lー

鼠

歎

郎
■ 

都 

の
(｡ 
)
が
文
字
の
中
央
下
と
右
下
の
両
方
に
見
ら
れ
る
が
'

の
右
下
に
施
さ
れ
て
い
る
｡ 
♂

(,
) 
○
加
担

巌

誰

露

等

u斗

『

(
19
) 

○

彩

働
離

麿

(S
)
と 

(相
)
は

『唐
訳
便
覧
』
で
連
続
し
て
挙
げ
ら
れ
た
二
句
で
あ
る
が
､ 

(S
)
で
は
(0 
)
は
殆
ど
文
字
の
中
央
下
に
施
さ
れ
て
い
る
｡

で
は
(

は
文
字
の
右
下
に
施
さ
れ
て
い
る
｡ 

(5
)
で
は
'
文
字

願
芋 

)
(
用
例
2
の
再
掲
)

七
り
) 

(coq
)
と 

(a
)
は

『唐
話
使
用
』
か
ら
の
用
例
で
あ
る
｡ 
(cOq
)
の
句
読
点

袈

志

は
文
字
の
中
央
下
と
右
下
に
施
さ
れ
て
い
る
｡ 
(

)
で
は
(｡(E

)
と 

a

)
は
文
字
の
右
下

O 

に
施
さ
れ
て
い
る
｡ 

)
は

唐
話
纂
要
』
巻
三
の
十 

オ
に
あ
る
用
例
'

(

)
は

そ
れ
ぞ
れ
同
辞
書
の
巻
四
の
十
二
り
～
十
三
オ
と
五
オ
の
例
で
あ
る
｡ 
(.1
)
～ 

(cq...
)
を
含
め
'
こ
れ
ら
の
用
例
は
各
辞
書
の
句
読
点
が
初
め
て
現
れ
て
く
る
と

l

W TILn

雷

嘗

(S

『

オ
-
四
り 

即

那
戯

こ
ろ
に
あ
る
例
で
あ
る
｡

要
す
る
に
'
冠
山
の
唐
話
に
お
け
る
句
読
点
の
施
す
位
置
は
､
文
字
の
中
央
下

と
文
字
の
右
下

･
左
下
の
三
つ
が
見
ら
れ
る
｡
但
し
､
文
字
の
左
下
に
施
さ
れ
た

例
は
僅
か
で
あ
る
｡
冠
山
の
唐
詩
の
全
体
か
ら
み
る
と
､
句
読
点
の
位
置
は
文
字

の
中
央
下
か
文
字
の
右
下
か
で
あ
る
と
言
え
る
｡

更
に
､
文
字
の
中
央
下
に
施
す
例
と
文
字
の
右
下
に
施
す
例
を
見
て
み
る
と
'

こ
れ
ら
の
例
は
各
辞
書
の
句
読
点
が
初
め
て
現
れ
て
く
る
と
こ
ろ
に
多
く
あ
る
こ

と
が
窺
わ
れ
る
｡

新

即
僻 

(『唐
訳
便
覧
』
巻

一
･
四
り
) 

こ
れ
に
対
し
て
､
(19
)

0 



九
.
『唐
話
纂
要
』
巻
五

｢小
曲
｣
に
お
け
る
句
読
点

『唐
話
纂
要
』
巻
五
に

｢

(cq

小
曲
｣
を
十
曲
挙
げ
て
い
る
.
次
に
挙
げ
る 

2
)
と 

(C3
)
の
よ
う
に
'唐
話
に
返
-
点
と
送
-
仮
名
な
ど
が
振
ら
れ
て
い
な
い
が
'
(ccqq
)

で
は
､
八･ 
)

2

が
文
字
の
中
央
下
と
右
下
の
両
方
に
見
ら
れ
る
が
､
(3
)
で
は
'

文
字
の
右
下
に
施
さ
れ
て
い
る
｡ 

○
●

(
22
)

郎

鵬

雛
祭
郡
郡

難

断

裂

離
断
雛
耶
斬
新 

箭

翳

整

酢

即

乱

射
軒

各
部
膏 

(『唐
萎

』
巻
五 
.
二
四
り
)

3
)

(
2

早


郡

獣

貯
藍

雛

罫

梨

-郷
斬
新

艶

配

が
巌 

⇒
(『唐
論
纂
要
』
巻
五

･
二
五
り
) 

た
だ
し
'
(22
)
の
よ
う
な 
(
0
)
を
文
字
の
右
下
と
中
央
下
の
両
方
に
施
す
の

は
'
十
曲
の
最
初
の
二
曲
だ
け
で
あ
る
｡
あ
と
の
八
曲
は 

(23
)
の
よ
う
に
句
読

点
が
文
字
の
右
下
に
施
さ
れ
て
い
る
｡ 

唐
話
資
料
に
お
け
る
句
読
法
-

冠
山
の
唐
話
辞
書
を
中
心
に

何

晩
発

一
〇
.
｢周
国
の
環
境
｣
に
つ
い
て

句
読
点
を
文
字
の
中
央
下
に
施
す
か
'
そ
れ
と
も
文
字
の
右
下

･
左
下
に
施
す

か
は
'
文
字
の
形
お
よ
び
そ
の

｢周
囲
の
環
境
｣
に
よ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
｡
｢周
囲
の
環
境
｣
と
い
う
の
は
'
本
稿
で
は
唐
話
に
振
ら
れ
た
返
り
点
'

送
り
仮
名
'
中
国
語
音
を
示
す
カ
タ
カ
ナ
'
四
声
点
な
ど
を
含
め
'
唐
話
文
字
の

周
囲
に
介
在
し
て
い
る
文
字
や
符
号
及
び
こ
れ
ら
以
外
の
余
白
部
分
を
さ
す
｡

唐
話
に
現
れ
て
い
る
句
読
点
は
文
字
と
文
字
の
間
に
挟
ま
れ
る
か
'
文
字
と
文

字
の
横
に
施
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
､ 
1
字
分
を
と
っ
て
い
な
い
｡
つ
ま
り
'

文
字
と
文
字
の
間
に
空
い
て
い
る
ス
ペ
ー
ス
を
使
用
し
て
施
し
た
の
で
あ
る
｡

次
は
具
体
的
な
用
例
を
見
な
が
ら
､
検
討
し
て
み
よ
う
｡ 

(a
)

髭

御

髪

廓
窮

賢

愚

齢
郵

相

射

創

彩

⇒

⇒ 

饗

賓

鮎

磁

宴

(『唐
話
纂
要
』
巻
四

･
四
り
)

(24
)
で
示
し
た
よ
う
に
､
上
文
字
と
下
文
字
の
問
の
ス
ペ
ー
ス
に
よ
っ
て
'

句
読
点
の
施
す
位
置
が
変
わ
っ
て
-
る
こ
と
が
窺
え
る
｡
｢日
｣
｢門
｣
は
文
字
の

中
央
下
､
｢事
｣
｢見
｣
は
文
字
の
右
下
に
施
さ
れ
て
い
る
｡
｢候
｣
｢頭
｣
｢忙
｣

も
文
字
と
文
字
の
ス
ペ
ー
ス
に
あ
わ
せ
て
施
さ
れ
た
と
言
え
る
｡ 

ll
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岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
紀
要
第
二
十
四
号 

(
空

夢

部

数

郁
軒

敵
影
郭

を
艶

蝉
が
1 

■ヽ 

●

ヅ
･L
ギ
ン
ネ
タ 

離
鮮
麗
裂
が敷

郡
部

雛 

郭が敷
風

霜
郎肇 

(『唐
話
纂
要
』
巻
四

･
二
り
) 

ま
た
､
(2

力
｣
が
二
ヶ
所
に
あ
る
が
'

一

力
｣

5
)
の
よ
う
に

｢

行
目
に
あ
る

｢

0

の
次
に
-
る
(0
)
は
右
下
に
'
三
行
目
の
は
文
字
の
中
央
下
に
(

)
が
施
さ
れ
て

い
る
｡
こ
れ
は
'

一
行
目
の

｢力
｣
に
は
右
に
空
い
て
い
る
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
の

に
対
し
て
､
三
行
目
の
｢力
｣
に
は
右
に
送
り
仮
名

｢
ヲ
｣
が
施
さ
れ
て
お
り
､
｢周

囲
の
環
境
｣
に
関
わ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
｡

要
す
る
に
､
冠
山
の
各
辞
書
に
お
い
て
､
句
読
点
が
初
め
て
現
れ
て
-
る
と
こ

ろ
に
'
文
字
の
右
下

･
左
下
と
中
央
下
に
施
さ
れ
て
い
る
が
'
こ
れ
は
唐
話
文
字

の
形
及
び
そ
の

｢周
囲
の
環
境
｣
に
左
右
さ
れ
た
と
こ
ろ
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
0 

一
一.
各
辞
書
の
後
半
に
お
け
る
句
読
点

た
だ
し
'
次
に
挙
げ
る 

(26
)
～ 
(30 
)

の
よ
う
な
例
も
見
ら
れ
る
｡
こ
れ
ら

の
例
は 

(1

21
)
と
同
じ
よ
う
な
文
字
の
形
及
び
そ
の

周
囲
の
環
境
｣

3
)
-

(

｢

に
置
か
れ
て
い
る
が
'
(13
)
-

(21
)
と
異
な
っ
て
'
句
読
点
が
全
部
文
字
の

右
下
に
施
さ
れ
て
い
る
｡ 

(
26
)

(
27
)

(
29
) 

(
30 
) 

♂


之7ブシ 

ノ
才 
JI

1

髪

釦

山
部

△

儀 
£
r
pゴラ
蔓

〇相
聞
優朝

蒼

閣

q

(後
略
)
(『

申

多
毛7 

斬
新
彰
聯

畳

字
.
背
(後
略)
(『唐

ク

著
泰

都劉

腰

儲

や戸

..

.′

数

多
雇hT 

那
肘
功

音
雅
俗
語
類
』

者

那

驚

盛

耶
衷

(『

吾

一事
･
長

閣

●7

虜

患

部
驚

(『

'

農

簸 
.

敷 

?
･u-

■

● 

唐
音
雅
俗

語類』
巻
五

･
一
オ
)

筋
新
郷巌
野
離
●

巻
五
･二
二

り⊥ 恕
三
オ
)

一

唐
訳
便
覧
』
巻
四

･
十
八
り
) 

才
γ

唐
訳
便
覧
』
巻
五

･
十
四
オ
)

やS
節

野
昇り 

r

鋸
蔚

髄

軒

鮎

野

(『唐
話
便
用
』
巻
五

･
十
り
) 



(
2

-

0
)
に
挙
げ
た
用
例
は
各
辞
書
の
後
半
に
あ
る
例
で
あ
る
こ
と
を

6
) 

(3

踏
ま
え
て
'
冠
山
の
唐
話
に
お
け
る
句
読
点
は
巻
が
後
ろ
に
推
移
す
る
に
つ
れ
て
､

文
字
の
右
下
に
施
す
傾
向
が
顕
著
に
な
っ
て
き
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
｡

〓

｢

『唐
話
纂
要
』
巻
六

｢和
漢
喬
談
｣
に
お
け
る
句
読
点

更
に
' 
(3

3

八
･
)
が
中
国
語
音
を
示
す

1
)
の
よ
う
な
例
も
あ
る
｡ 
(1
)
で
は
'

カ
タ
カ
ナ
の
列
に
施
さ
れ
て
い
る
｡
つ
ま
り
'
唐
話
を
区
切
っ
て
い
る
句
読
点
と

違
っ
て
'
カ
タ
カ
ナ
を
区
切
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
｡
句
読
点
を
カ
タ
カ
ナ
列

に
施
す
と
'
文
字
の
形
や

｢周
囲
の
環
境
｣
に
依
存
す
る
と
こ
ろ
が
薄
-
な
る
と

思
わ
れ
る
｡ 
(3

『

1
)
の
よ
う
に
､
句
読
点
を
カ
タ
カ
ナ
列
に
施
し
た
の
は

唐
話

纂
要
』
巻
六

｢和
漢
奇
談
｣
の
み
で
あ
る
｡ 

や

¢

(
31
)

雷

鼠
懲
艶
薪儀
宕
郭


鮎

儒

遜

優
巌
ク(後
略
)

苓

暫

慮

キ 

(『唐
話
纂
要
』
巻
六

･
一
オ
) 
(用
例 
11
の
再
掲
)

二
二
.
結
論

以
上
'
唐
話
辞
書
を
中
心
に
江
戸
時
代
の
句
読
法
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
｡

冠
山
の
唐
話
辞
書
に
は
和
文
'
漢
文
'
ま
た
唐
話
の
三
つ
の
文
体
が
あ
る
｡
こ
の

唐
話
資
料
に
お
け
る
句
読
法

冠
山
の
唐
話
辞
書
を
中
心
に

何

暁
濃

三
つ
の
文
体
に
施
さ
れ
て
い
る
句
読
点
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
諸
相
を
呈
し
て
い
る
0

和
文
に
は
､
(0
)
が
文
字
の
右
下
に
施
さ
れ
て
い
る
｡
漠
文
に
は
'
八
〇
)
と 
(｡
)

が
そ
れ
ぞ
れ
文
字
の
右
下
と
右
横
に
施
さ
れ
て
い
る
｡
唐
話
に
は 
(

)
と
八
･
)
が

｡ 

文
字
の
右
下
と
中
央
下
に
施
さ
れ
て
い
る
｡

言
い
換
え
れ
ば
､
和
文
で
は

一
種
類
の
符
号
が

一
つ
の
場
所
に
施
さ
れ
て
い
る
0

漢
文
で
は
二
種
類
の
符
号
が
二
つ
の
場
所
に
施
さ
れ
て
い
る
が
､ 
(0
)
が
文
字
の

右
下
に
､
八
〇
)
が
文
字
の
右
横
に
そ
れ
ぞ
れ
決
ま
っ
た
と
こ
ろ
に
使
わ
れ
て
い

る
｡
し
か
も
'
八
〇
)
は
白
文
専
用
の
符
号
で
あ
る
｡
唐
話
で
は
'
(

)
と
八
･
)

｡ 

の
二
種
類
の
符
号
が
使
わ
れ
て
い
る
が
'
八
･
)
は

『唐
話
纂
要
』
巻
六

｢和
漢
奇

談
｣
だ
け
に
使
わ
れ
､
し
か
も
'
中
国
語
音
を
示
す
カ
タ
カ
ナ
の
列
に
施
さ
れ
て

い
る
｡ 
(

)
は
そ
れ
以
外
の
と
こ
ろ
に
使
わ
れ
て
い
る
｡
｢周
囲
の
環
境
｣
に
依

｡ 

存
し
な
い

『唐
話
纂
要
』
巻
五

｢小
曲
｣
で
は
(0
)
が
文
字
の
右
下
に
､
他
の
場

合
は
文
字
の
右
下
に
も
､
中
央
下
に
も
施
さ
れ
て
い
る
が
'
各
辞
書
の
後
半
に
な

る
と
'
文
字
の
右
下
に
施
す
傾
向
が
顕
著
に
な
っ
て
き
た
｡

八
〇
)
を
使
う
白
文
で
は
'
句
読
点
が
文
字
の
右
横
に
'
八
･
)
を
使
う

『唐
話

纂
要
』
巻
六

｢和
漢
奇
談
｣
で
は
'
句
読
点
が
カ
タ
カ
ナ
列
に
施
さ
れ
て
い
る
｡

そ
れ
以
外
の
場
合
で
は
'
句
読
点
の
形
は
(0 
)
で
あ
る
｡
施
す
位
置
は
各
唐
話
辞

書
の
前
半
に
お
い
て
､
文
字
の
右
下
と
中
央
下
の
両
方
に
見
ら
れ
る
が
'
ほ
か
は

文
字
の
右
下
に
施
さ
れ
て
い
る
｡

こ
こ
か
ら
は
､
句
読
点
か
ら
み
た
外
来
文
化
の
和
化
度
が
窺
わ
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
う
｡
つ
ま
り
'
和
化
度
が
高
い
ほ
ど
和
文
に
近
い
句
読
法
が
使
わ
れ
'

和
化
度
が
低
い
ほ
ど
八
･
)
八
〇
)

と
い
っ
た
句
読
点
の
形
が
用
い
ら
れ
や
す
い 

13
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自 存 ｢ 四 存 ｢ 存 ｢ 存 ｢ 訓 和 文
す周 し周 し周 点 文 体bj=qし周 

な圃 点 る 囲 な 囲 な 囲 の
いの の 唐 の いの いの あ
唐 環 あ 話 環 唐 環 唐 環 る

文
の
湊
文

岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科
紀
要
第
二
十
四
号

と
い
う
傾
向
が
あ
る
｡
表
で
ま
と
め
て
み
る
と
､
次
の
よ
う
に
な
る
｡

例 
文 

(* 

(
3) 

1ヽー′■■(7ヽJ 

) 

他ヽ21 0

行 ナ行 中 中 右 右 右 右 旬

(3)ー●

(
8 

の
区
別 
'
｢周
囲
の
環
境
｣
に
左
右
さ
れ
て
い
る
な
ど
特
別
な
方
法
で
施
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
｡

句
読
点
に
よ
っ
て
'
江
戸
時
代
に
お
け
る
和
化
度
の
位
相
､
外
来
文
化

へ
の
工

夫
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
｡
明
治
期
に
な
っ
て
欧
米
の
影
響
を
う
け
て
'

句
読
法
が
行
わ
れ
た
と
い
う
面
だ
け
で
な 
-
'
江
戸
時
代
に
既
に
句
読
法
の
様
々

な
工
夫
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
素
地
の
面
も

一
方
に
は
あ

っ
た
こ
と
を
考
慮
す

べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
｡ 

『句
読
法
案
』
は 
'
文
化
庁 
H
P
の
国
語
施
策

･
日
本
語
教
育
に
掲
載
さ
れ
て
い
る 

ka.goJ

も
の
で
あ
る
｡
http
‥＼
＼
w
w
w

.bun
p＼koku
go
＼p
d
f＼k
ugiri.p
d
f
参
照
｡

二

岡
島
冠
山 

(
一
六
七
四 
-
一
七
二
八
)
は
長
崎
の
人 
'
姓
は
岡
島
､
名
は
明
敏

･
嘆
､

字
は
玉
成

･
援
之
｡
通
称
は
長
右
衛
門
ま
た
は
弥
太
夫
､
冠
山
は
号
で
あ
る
｡
正
徳
元

年 

(
一
七

二 

)
に
藷
園

｢訳
社
｣
の

｢訳
士
｣
と
な
り
､
訳
社
に
お
い
て
'
『唐
話

類
纂
』
『唐
話
纂
要
』
『字
海
便
覧
』
『唐
音
雅
俗
語
類
』
『唐
訳
便
覧
』
『唐
話
使
用
』

を
入
門
教
科
書
と
し
て
用
い
た 

(石
崎
又
造 

(
一
九
六
七 
)
に
よ
る
)
0

三

小
林
芳
規 

(解
説 
)
(
一
九
七
九 
)
太
宰
春
台 

(著
)
『倭
読
要
領
』
勉
誠
社

四

冠
山
以
外
の
唐
話
辞
書
に
お
い
て 
(●
)
(
ヽ
)も
含
む
｡

五

｢
1
点
方
式
｣
と
い
う
の
は 
'
飛
田
良
文 

(
l
九
八
六
)
の
用
語
｡ 
(

)
か
(
､
)
の
ど

0 

ち
ら
か

一
種
類
の
記
号
を
使
用
し 
'
句
点
と
読
点
の
両
方
を
表
記
す
る
句
読
表
記
法
を

さ
す
｡

六

但
し
､
本
稿
に
使
っ
て
い
る
古
典
研
究
会
の

『唐
話
辞
書
類
集
』
第
六
集
に
､
『唐
話

漢
文

話 境 る ( 境 話 境 話 境
( ｣ * ｣ ( ｣ ( ｣

三振 請 i依に 与巌 王族 

位読点
育 

宕 型外 の

○ ●か●0 0 0 ○ 0 0 形の慧旬

(カタ
カ

外横
ーヽ

ヽ 

6 
) ) 

(1 ( ( ～3 ～ ～ ～

/-

2326 
( 
2) 9

) 

( ( 

13
ーヽ

ll
) 

( 

) )他3●1

( 

下 下 下 下央下●右
下

央下●右
下

*
1
本
塙
に
お
け
る
通
し
番
号 

*
2

『唐
話
碁
要
』
巻
五
小
曲 

*
4
各
唐
話
辞
書
の
前
半 

*
5

『唐
話
碁
要
』
巻
六

こ
れ
に
よ
っ
て
'
各
文
体
内
部
に
お
け
る
位
相
差
が
窺
う
こ
と
が
で
き
る
｡

句
読
点
が
後
半
で
は
文
字
の
右
下
に
統

*
3
各
唐
詩
辞
書
の
後
半

｢和
漢
奇
談
｣ 

一
さ
れ
て
き
た
の
は
恐
ら 

和
文
の
影

-

響
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
｡
唐
話
は
外
来
語
と
し
て
受
容
さ
れ 
'
句
読
点
に

も
様
々
な
工
夫
が
な
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
｡
外
来
文
化
を
受
け

入
れ
る
際
､
日
本
文
化

へ
の
同
化
の
差
異
も
窺
え
る
だ
ろ
う
｡
ま
た
､
四
声
点
と



参
考
文
献

石
崎
又
造

宇
野
義
方 

小
林
芳
規 

(二
〇
〇

所
収

重
松
泰
雄 

究
』 
16
号

杉
本
つ
と
む 

(
一

((
一
九
六
三 
)
｢

し
て 
1

10
8

飛
田
良
文 

編

(
一

(
一
九
八
六 
)
｢

(二
〇
〇
二
)
｢

V
纂
要
』
巻

一
の
一
オ
か
ら
三
オ
に
か
け
て
四
声
点
に
あ
た
る
も
の
が
見
ら
れ
る
｡
し
か

し
'
刊
本
で
あ
る

『唐
話
碁
要
』
に
筆
で
加
え
ら
れ
た
五
丁
に
亘
る
こ
れ
ら
の
四
声
点

は
明
ら
か
に
後
の
人
に
よ
っ
て
打
っ
た
も
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
｡
故
に
考
察
の
対
象
か

ら
除
く
こ
と
と
す
る
｡

所
収

明
治
書
院

前
田
富
棋 

(二
〇
〇
七
)

｢唐
話
辞
書
｣

ほ
か 
]

所
収

明
治
書
院

使
用
テ
キ
ス
ト

･
資
料

新
選
名
著
複
刻
全
集
近
代
文
学
館
編
集
委
貞
会
編

日
本
近
代
文
学
館 
/
市
古
貞
次
編

『御
伽
草
子
』
全
二
十
三
冊

三
弥
井
書
店 
/
谷
脇
理
史

編

『仮
名
草
子
集
』
早
稲
田
大
学
蔵
資
料
影
印
葉
書 
/

保
五
帯
締

『浮
世
草
子
集
』
早
稲
田
大
学
蔵
資
料
影
印
葉
書 
/
酒
落
本
大
成
編
集
委
員
会
編

『酒
落
本
大
成
』
中
央
公
論
社 
/
蔵
中
進
編

『江
戸
初
期
無
刊
記
本

遊
仙
窟

和
泉
書
院 
/
古
典
研
究
会
編

『唐
話
辞
書
類
集
』
汲
古
書
院 

付
記

本
稿
は
平
成
十
九
年
度
の
岡
山
大
学
言
語
国
語
国
文
学
会 

筑
紫
日
本
語
研
究
会
第
二
一
四
回 

於
九
重
共
同
研
究
所 
)
に
お
い
て
発
表
し
た
内
容
に
加

飛
田
良
文 
[

編

『日
本
語
学
研
究
事
典
』

『新
選
名
著
複
刻
全
集
近
代
文
学
館
』

二

九
六
七 
)
『近
世
日
本
に
於
け
る
支
那
語
文
学
史
』

清
水
弘
文
堂

編

『西
鶴
選
集
』
影
印

桜
楓
社 
/
神

九
八
二 
)
｢句
読
法
の
歴
史
｣

森
岡
健
二 
[ほ
か 
]

『講
座
日
本
語
学 
6

勉
誠
社

現
代
表
記
と
の
史
的
対
照
』

明
治
書
院

本
文
と
索
引
』

解
説 
)
(
一
九
七
九 
)
太
宰
春
台 

七
)
｢

(著
)

『倭
読
要
領
』

句
読
点 
(古
代 
)｣

飛
田
良
文 
[ほ
か 
]編

『日
本
語
学
研
究
事
典
』

明
治
書
院

(於
岡
山
大
学 
)'
ま
た
､

美
妙
着
の
句
読
法 
-
四
迷
へ
の
影
響
を
中
心
に 
-
｣

『国
文
研

筆

･
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
｡
発
表
の
際
､
有
益
な
御
示
教
を
い
た
だ
い
た
｡
心
か
ら
感
謝

(

b
a

(
一
九
六
六 

『武
蔵
野
女
子
大
学
紀
要
』 

(
一
九
六
六 

)
｢句
読
法
の
史
的
考
察 
-
江
戸
時
代
の
文
学
作
品
を
中
心
に

申
し
上
げ
る
｡ 

vo1
2

)
｢句
読
点

･
記
号
の
用
法
と
近
代
文
学
｣
『国
文
学
研
究
』 
35 

(か

ぎ
ょ
う
れ
い

岡
山
大
学
大
学
院
社
会
文
化
科
学
研
究
科 
) 

(
1
九
七
二 
)
｢蘭
化
を
め
ぐ
る
二
つ
の
新
資
料
｣

『武
蔵
野
女
子
大
学
紀
要
』 

･2-7 

九
七
四 
)
｢句
読
表
示
の
成
立
過
程
｣

句
読
法
の
歴
史 
-

『言
語
生
活
』 
NO｣

明
治
期
を
中
心
に 
-

『ア
ス
テ
』
四 

西
洋
表
記
の
日
本
語
表
記
へ
の
影
響
｣

飛
田
良
文

･
佐
藤
武
義

『現
代
日
本
語
講
座 
6

(二
〇
〇
七
)
｢句
読
点 
(近
代 
)

唐
話
資
料
に
お
け
る
句
読
法 
- 文

字

･
表
記
』

明
治
書
院 

｣

飛
田
良
文 
[ほ
か 
]編

『日
本
語
学
研
究
事
典
』 

冠
山
の
唐
話
辞
書
を
中
心
に

何

晩
発

15


